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次の複素Ginzburg-Landau方程式 (CGL)の初期値境界値問題について考える:
e−iθ ∂u

∂t
= ∆u+ |u|αu in Ω× (0,∞),

u = 0 on ∂Ω× (0,∞),

u(·, 0) = u0 on Ω.

(CGL)

ここで i =
√
−1, −π

2 < θ < π
2 , α > 0, Ωは滑らかな境界 ∂Ωをもつ RN (N ∈ N)の有界領域, または,

Ω = RN とし, 初期値 u0は既知の複素数値関数, uは未知の複素数値関数とする.�� ��先行結果 (CGL)の解の有限時刻での (L∞ノルムの)爆発について, 以下の結果が知られている:

• Ω = RN とする. 初期値 u0がE(u0) < 0 (Eの定義は後述)を満たすならば, 解 uは有限時刻で爆発す
る (Cazenave-Dickstein-Weissler [1]).

• θ = 0, α ≤ 4
N−2 , Ωは有界とする. 初期値 u0がE(u0) < d, I(u0) < 0を満たすならば, 解 uは有限時

刻で爆発する (Payne-Sattinger [2]).

但し, 汎関数E, I と定数 dは以下により定義する:

E(w) :=
1

2

∫
Ω
|∇w|2 − 1

α+ 2

∫
Ω
|w|α+2,

I(w) :=

∫
Ω
|∇w|2 −

∫
Ω
|w|α+2,

d := inf{E(w)|w ∈ H1
0 (Ω)\{0}, I(w) = 0}.�� ��本研究の主結果 [1]では, 解の最大存在時刻についての研究に重点が置かれていて, (CGL)が [2]で示

されたような放物型方程式の性質をもっているかについては明示されてこなかった. 本研究では, 以下
の定理のように (CGL)の解が実際に放物型方程式の性質を幾つか有していることが解明できた.

定理 1.� �
−π

2 < θ < π
2 , α < 4

N , Ω = RN , N ≥ 2とする. このとき初期値 u0が E(u0) < 0を満たすならば,

ある T > 0と (CGL)の解 uが存在して, lim supt→T ∥∇u(t)∥L2(RN ) = ∞ が成り立つ.� �
定理 2.� �
−π

2 < θ < π
2 , α ≤ 4

N−2 (但しN = 1, 2のときは α < ∞), Ωは有界とする. このとき初期値 u0が
E(u0) < d, I(u0) < 0 を満たすならば, (CGL)の解 uは有限時刻で爆発する.� �
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